【研究ノート】〈知的生産の技術〉といわゆる〈アカデミック・スキルズ〉と〈司書資格科目〉と ─その交差と乖離について（その一）：パーソナル・ドキュメンテーションの視点から by 水谷 長志
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1． はじめに─ このトライアングルにある「乖離」または「すれ違い」の 
関係について























版され、2020 年はその第 3 版を重ねた年でもあった。
　〈アカスキ〉の初版以後、後続して、近似の書名を持つ多くの類書が刊行されて
いる＊2。

































































































＊ 4 ．『独学大全　絶対に「学ぶこと」をあきらめたくない人のための 55 の技法
4 4
』ダイ































































3．1980年代に邂逅したV. Stibic の 2書について
　いまは筑波大学の情報学群に編み込まれているが、かつて国立の単科大学として
図書館情報大学が筑波の地にあった＊6。










しれない）のが図 2-3 にある V. Stibic の 2 書（以下、図 3：PD1980/82｜図 4：
TM1982/84 と略記）であった。
（154）63
　図 3-4 からは、V. Stibic、または V. スティビッツとしか見えないが、V は
Vladimir であり、東欧の出身と知られる。
図 3：
V. Stibic. Personal documentation for professionals: means and methods. North-Holland Pub. Co., 





V. Stibic. Tools of the mind: techniques and methods for intellectual work. North-Holland Pub. Co., 













































　2 年後の TM1982/84 においては、「15 ツールは知的活動を援助する」として：
1． ツールは時間を省く─これまでのことは今後もっと効率的に行われる／
Tools save time ‒ old things are done more efficiently＊7
2． 技術的ツールは方法を改善する─新しいことができるようになる／
Technical tools improve methods ‒ new things can be done
3． 技術的手段は問題回答および意思決定を援助する／ Technical means 
support problem ‒ solution and decision-making
4． 創造性および発明能力を援助する／ Support of creativity and inventive-
ness
と定義している（以上は訳書 p. 17-18）
＊ 7 ．ここには著名な「ランガナタンの図書館学の 5 法則：Ranganathan’s five laws of 
library science」における「第 4 法則：Save the time of the reader. ─読者の時間を
節約せよ」が容易に見て取れよう。





















pub l i c
器」におけるもの
として、いずれの講義おいても展開される。













る＊8、が V. Stibic の書名にあるよう「精
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　V. Stibic のオランダでの第一作の書名として用いた documentation の語は、そ













＊ 9 ．根 本 彰「IIB の 世 界 書 誌 編 さ ん 活 動：1895-1914」Library and Information 
Science. No. 19, 1981. 後日、『文献世界の構造　書誌コントロール論序説』（勁草書房，
1998）に所収，p. 141。
　「1 点のカードが 1 単位の知識の存在を示し」、それが図書館の公器としての「世





Alex Wright. Cataloging the world: Paul Otlet and the birth of the information age. Oxford 
University Press, c2014.
右は挿図から：P. オトレが「世界書誌（RBU：Répertoire Bibliographieque Universel）」として構
想し、実装したカードシステムの模様。
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ける「公器」と「私器」の「交差」について、P. オトレの「世界書誌」をも再考
しつつ、「カード考（試論）」として、本稿の続編に用意したいと考えている。
